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1 は じ め に

キタネグサレセンチュウによる作物への被害は,根菜類

の甚だしい品質の低下を招くなど栽培上の大きな問題であ

る。線虫の防除法として,D― Dく ん蒸剤等による土壌消

毒,マ リーゴールド等の対抗植物の利用などが知られてい

る。一方,圃場規模での使用を目指 した熱水土壌消毒装置

が試作され,それらを利用 した土壊病害の防除試験におい

て,ハ クサイ根こぶ病0,ホ ウレンァウ萎ちょう病
2),ダ

イズ黒根腐病のなどで顕著な防除効果が得られている。キ

タネグサンセンチュウについても密度の低下と被害の軽減

が報告されているのが,そ の詳細は明らかでない。著者 ら

は野菜類の連作によつて線虫害が多発した圃陽
4)において

,

キタネグサレセンチュウに対する上記装置による熱水土壊

消毒の効果をダイコンを用いて検討した。

2試 験 方 法

0)供試圃場 :東北農業試験場畑地利用部 輛 島耐 )

構内の野菜類等の連作試験の跡地で,キ タネグサレセンチュ

ウの被害が多発した腐植質黒ボク土畑を用いた。 3 試験結果及び考察
(21 試験区と処理方法 :先に報告したハクサイ根こぶ病

防除試験
6)の場合と同様に,熱水全面注入区,熱水畦面注   土壌中のキタネグサレセンチュウは,処理 2週間後では

入区,ク ロルピクリン注入区 (以下 クロビク区と記述),  無処理区で検出されたが,熱水注入区ではクロピク区と共

無処理区の4試験区を設け,処理も同様に実施 した。    に全く検出されず,ク ロピク処理と同程度の防除効果が認

(31 試験規模と耕種概要 :熱水全面注入区と熱水畦面注  められた。これらの防除効果は,収穫後においても明らか

入区は畦長181n,ク ロピク区と無処理区は畦長361nと し,  であった (表 1)。 一方,自活性センチュウは,ク ロピク

畦幅75cmの 2反復とした。1992年 9月 4日 にダイコン (品  区ではほとんどが死減 したのに対 して,熱水注入区では無

種 :耐病総太 り)を株間25cIで播種した。施肥は,硫酸ア  処理区の約19%が残存することが確認され,国安 らの報
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ンモニウム,過燐酸石灰,硫酸加里を用い,施肥量は,N,
P,06,K,0の成分量で各 2々0kg/10a,苦土石灰を100kg

/10aと した。

(41 キタネグサレセンチュウの被害状況と生育・収量調

査 :被害調査は収穫時 (11月 24日 )行い,ダイコン表面の

キタネグサレセンチュウによる被害程度を 0～ 3(0:病
斑が認められない,1:病斑が僅かに認められる, 2:病

斑が表面の半分程度に認められる,3:病斑が全体的に認

められるか,ま たは腐敗 している)の 4段階に肉眼観察に

より分類し,平均被害程度は,ハ クサイ根こぶ病防除試

験めの場合に準じて計算 した。生育量は,播種後20日 目,

33日 目と収穫時に生育中位の20株を供し,常法により調査

した。

15)土壌中の線虫密度と雑草の発生調査 :線虫密度につ

いては,処理 2週間後と収穫後に土壌を採取 し,ベ ルマン

法72時間,室温分離によリキタネグサレセンチュウと自由

生活性センチュウ (以下自活性センチュウ)を計数した。

雑草の調査については,処理38日 目に,1区 lrに ついて
,

畦面と畦間別に草種,本数,生重を測定 した。
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表 1 土壌中の線虫密度と収穫時におけるダイコンの被害状況

キタネグサ

レセンチュウ

熱 水 畦 面

クロルピクリ

注 入 区

ン注入区

注 ・線虫数は土壌20g当 りの3反復の平均値を示した。

て計算した。

¨
平均被害程度はハクサイ根こぶ病の防除試験いの場合に準じ
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様の結果が認められた (表 1)。 次に,キ タネグサレセン

チュウによるダイコンの被害状況を見ると,熱水注入区で

は被害株が全 く認められず,ク ロどク処理と同様の防除効

果が確認された。無処理区では64%の被害株が認められ
,

被害程度別分布では被害程度 1の割合は48%で総体的に軽

症であった。これは,本試験開始時の線虫密度が対前作時

(1991年 6月 )の約20%に減少 したことによるものと考え

られる (表 1)。

熱 水 畦 面 注 入 区  247  374  318  67
クロルピクリン注入区  308   437   344   73

ダイコンの生育量は,播種後20日 日では熱水注入区がク

ロピク区と無処理区より若干劣る傾向にあったが,33日 目

では無処理区との差が認められなからた。収穫時では,い

ずれの処理区も無処理区より勝り,特に,ク ロピク区が良

好であった (表 2)。 収穫物の重量規格別本数割合を表 2

に示 した。規格内の収穫量はクロピク区〉熱水全面注入

区〉熱水畦面注入区〉無処理区のり慣で,熱水注入による生

育阻害等は認められなかった。

表 2 収穫時におけるダイコンの生育 , 収量と収穫物の規格別本数割合

生 量

葉 数  葉 長  根 長  根 径   収穫物  全生重   規格内
試  験  区    (枚)  (m)  (m)  (clo)  (kg/a) (kg/a)  (%)  (%)

熱 水 全 面 注 入 区  269  388  327  70  4892 6420   87  13
4205     551 3        78        22

581 8     794 7         92          8

3976     5202        69        31
注 ダイコンの規格は600g以上を規格品と

告 )と 同 クロルピクリン処理による付随効果として,雑
草発生の抑制効果が指摘されている。が,本試験のクロピ

ク区でも同様の結果が確認され,ま た,熱水注入区ではク

ロピク処理以上の雑草の抑制効果が認められた。特に,熱
水全面注入区の畦面での効果が顕著であった (表 3)。

表3 雑草の発生状況

理ヨ    巨二     265      360

無 処 理 区 386448347504

注入 した区では,ク ロピク区と同様に全く発生が認められ

なかった。処理 2週間後と収穫後の土壌中におけるキタネ

グサ´センチュウは,熱水注入区ではほとんど検出されず
,

クロピク処理と同程度の防除効果が確認された。処理 2週

間後の土壌中の自活性センチュウは,ク ロピク注入ではほ

とんど検出されなかったが,熱水注入区ではかなり残存 じ

ていた。熱水注入区のダイコンの生育と収量は,ク ロピク

区よりもやや劣ったが無処理区よりは良好であった。また
,

熱水注入区の雑草の発生量は極めて少なく,雑草の抑制効

果も付随して確認された。
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注 調査は処理38日 日,数値は1ピ当り

以 上の結果から熱水上壌消毒法は,ダイコンのキタネグ

サレセンチュウの被害に対しても高い防除効果を示すこと

が確認された。熱水の注入方法については,労力や経済面

等から見て,畦面だけの処理が実用的であると考えられた。

また,熱水土壌消毒後の土壌中には有機物の分解等に関与

し,植物寄生性の線虫を捕食するなど,有用とされる自活

性センチュウが残存していたが,こ のことは,土壌中の他

の有用微生物等の残存を示唆している。これらの点は,熱
水の処理温度等と共に今後検討する必要がある。

4 ま と め

線虫による被害が多発した圃場を供し,キ タネグサレセ

ンチュウに対する熱水土壌消毒の防除効果をダイコン用い

て検討した。キタネグサレセンチュウによるダイコンの被

害株率は,無処理区では64%で あったが,約70℃ の熱水を

圃場全面と畦面に深さ20mの土層の温度が55℃になるまで

畦 間

試  験  区 本数 生重(g) 本数 牛重(g)
熱 水 全 面 注 入 区
熱 水 畦 面 注 入 区
クロルピクリン注入区

畦 面

31   54
43    97
65    11 5

85    20 6

131   292
208   479
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